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●百貨店全盛期、戦後昭和期（1945～89年1月）に開催さ
れた都心百貨店の文化的な催し“展覧会”の記録を一
覧できる唯一の資料です。

●東京都内（ほか神奈川、埼玉、千葉、周縁の商業都
市などを含む）を主な収録対象とし、美術展だけで
なく様々な分野の展覧会7,793件を開催年月日順に
収録。

●展覧会名・会期・会場・主催など基礎情報に加え、可
能な限り有料・無料、内容（概要）を記載しました。

●巻末に「主催名索引」と人名・団体名などから引ける
「事項名索引」付き。

＊「内容見本」は裏面をご覧ください。

戦後復興期の防犯展・物価展から、
海外の珍しい事物の紹介

スポーツ、科学、寺社の宝物など
様々な展覧会を収録

● 情報収集の困難な百貨店展覧会を一覧 ●

百貨店展覧会史
戦後昭和の世相と文化の記録

志賀 健二郎 編
B5・620頁　定価19,800円（本体18,000円＋税10％） ISBN978-4-8169-3017-1　2024年7月刊行

はじめに
　本書は、戦後昭和の、主に都心の百貨店で開催された展覧会を
データ化したもので、8千余件を収録している。
　8千余件を分野でみると、データ数では美術の展覧会が最も多
く、日本とともに世界各地の古代から現代までの優れた美術品が
数多く紹介されていただけでなく、絵画、彫刻、版画などのファ
インアートや工芸、書に加えて、今では多くの美術館で当り前に
扱われている写真、映像、グラフィック、ファッション、漫画な
ど、昭和の頃にはまだ“美術”との境界線にあったいわゆるサブ
カルチャー的な展覧会も比較的早い時期から取り上げられてい
た。こうした幅の広さは美術の分野にとどまらず、歴史、文学、
芸能、科学、学術ほか多岐にわたる文化・芸術の展覧会があると
ともに、扱うテーマは、空間軸では日本から海外諸国、辺境、極
地、宇宙まで、時間軸では地球誕生から未来世界までと大きな広
がりをみせていた。さらに時事的な話題や社会的な問題をテーマ
としたもの、子どもたちを対象とした教育や娯楽的なもの、人々
が趣味や教養として研鑽を積んだ成果の発表、企業や行政による
プロモーションなども展覧会として開催されていた。このように
多種多様な展覧会を開催することで、百貨店は美術館としてだけ
ではなく各種博物館、公民館、イベントスペース、アミューズメ
ントパーク、ショールームとしても機能し、都市の文化的なイン
フラとしての役割を担い、戦後日本の都市文化の形成と進展に大
きな影響を及ぼしてきた。こうした百貨店の展覧会の多様な相貌
は、その時々で都市生活者がどのような文化・娯楽を求め、享受
し、知的好奇心を充足しようとしてきたかを示すものであるが、
それを記録する資料は極めて不十分である。
　戦後の展覧会の開催実績や内容は、展覧会図録やそこに掲載の
論文のほか各分野の研究書、雑誌、新聞社・百貨店各社の社史な
どに記録されているが、多くはそれぞれの分野に関わることで断
片的であり、それらを総合的にまとめたものは無い。また、記録
は美術関係のものが圧倒的に多く、その他の分野となると資料は
極めて乏しい。そこで、その欠を補うために、美術を含めて全体
を俯瞰して見ることが出来るよう、東京都内とその周辺の百貨店
の展覧会実績をほぼ網羅的にまとめたのが本書である。
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